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北大和小学校 1 ○ 緑のカーテンを育てよう 第5学年 12月15日 203人
ヘチマやゴーヤを校舎に育て、5年生理科の「花と実」の学習に加
え、カーテンの効果を体感できるようにする。

化成肥料　液体肥料
配合肥料　苦土石灰

2 ○ 環境問題を考えよう 5年生全員 12月18日 154人
電気自動車乗車体験
環境についての講話

3 ○ 緑のカーテンを育てよう 4年生全員 12月18日 151人
ゴーヤ・へちまを育てて植物の様子を観察する。緑のカーテンの効
果や、自然の不思議さを体感させる。、

4 ○ 学校を花でいっぱいにしよう！ 園芸委員会 12月22日 30人
子どもたちが季節に合う花を選び世話をすることを通して、世話をす
る喜びや、手入れの方法を知り伝えあう。自分たちの世話した植物
が学校生活を豊かにし景観を彩ることに気づく。

苦土石灰　培養土
ミックス堆肥　コスモス種
軍手 ポリ袋（半透明）

5 ○ ゴーヤで緑のカーテンを作ろう ４年生（理科） 7月24日 157人

・ゴーヤの苗を花壇に植えて、理科の授業で伸びを観察し、学習に
役立てる。
・屋上から垂らしたネットにツルをからませて、大きな緑のカーテンを
作る。

草柳小学校 6 ○ 緑のカーテンで自然を感じよう 4年 1月17日 81人 ヘチマ、ひょうたん、ゴーヤを育てる

7 ○ 環境問題について考えよう 大和市立深見小学校　５年 6月14日 84人
電気自動車の乗車体験を通して様々な環境問題について学び、自
分たちに何ができるかを考える。

8 ○ 野菜を育てよう たんぽぽ・ひまわり級 6月5日 16人
・学級園で野菜を育て、世話をする。
・野菜の成長の様子を観察し、絵にかいたり、気づいたことを書いた
りする。

黒土 培養土　軍手
手提げゴミ袋
ポリ袋（半透明） ザル

桜丘小学校 9 ○ ヘチマとゴーヤで緑のカーテンをつくろう ５年生 12月26日 66人 ヘチマとゴーヤを植え、成長の様子を観察する。

10 ○ 共生（人間と生き物と植物が共により良く生きる） 園芸委員会 12月12日 22人

花壇などに植物を育て、二酸化炭素を吸収し酸素を出し、地球環境
のために良い活動をする。
花を咲かせ、綺麗な学校にして、良い教育環境を作る。
そのことによって、情操面で良い影響を与え、思いやり、豊かな心、
優しい心を育てたい。

パンジー
さくら草

11 ○ 季節と植物の成長 4年理科 12月14日 97人 苗植え、植物の世話、観察・記録、たわしづくり

12 ○ 生命尊重と自然愛護の心を育てる 園芸委員会 8月22日 20人 草花を育てる、畑の手入れ
腐葉土 支柱　園芸用名
札
コスモス種

13 ○ ○ わたしたちの野さいばたけ 2年１組、2組、3組 8月22日 94人 生活科の授業で、秋まきの大根を露地栽培で育てたい。 苦土石灰 防鳥ネット

緑野小学校 14 ○ 私たちの環境と世界の人たちのために 大和市立緑野小学校　運営委員会 7月26日 788人

エコキャップ運動
　・全校児童に運動の呼びかけを行う。
　・業者（リサイクルメーカー）に回収を依頼する。
　・リサイクルで出た利益を、推進協会に送る。
　　　（NPO法人JCV「世界の子どもたちにワクチンを日本委員会」に
寄付し必要とする子どもたちにワクチンを届けてもらう。）

15 ○ ○
環境について考えよう～持続可能な社会の実現に
向けて～

第5学年 1月12日 51人
エコプロ2017見学
リーフレットによるまとめ

16 ○ 環境について考えよう 第5学年 12月7日 51人 環境問題の現状と取り組みを知る学習に取り組む。

17 ○ 一年中、学校を花でいっぱいに ４年生 1月12日 60人 大根、アブラナ、小松菜の栽培と収穫をする。

18 ○ 春に花咲く植物を育てよう 2年生 1月12日 43人
3年生の理科で学習する「キャベツ」を２年生のうちに自分たちで育て
る。また、花を楽しむだけでなくキャベツに付くモンシロチョウの卵の
観察の学びにつなげる。

防虫ネット ダンポール
支柱

19 ○ ○ 野菜を育てよう 特別支援学級 12月13日 30人
畑で野菜を育て、育つ様子を観察する。時期が来たら収穫し、調理
して食べる。

大根種 ブロッコリー苗
化成肥料 黒土 培養土
牛ふん

20 ○ グリーンカーテンをつくろう 5学年 12月13日 85人
・ゴーヤの栽培や観察をする。
・緑のカーテンを作る。

南林間小学校 21 ○ 緑のカーテンづくり ５学年 12月7日 93人
南校舎に設置された緑のカーテンでヘチマを育て、緑のカーテンの
役割を確かめると同時に、5年理科単元の「花から実へ」に活用す
る。

22 ○ ○ ○ 引地川クリーン作戦 5年生 1月19日 117人

・身近にあるふるさとの川、引地川に親しみ、大切に守ろうとする心
を持つ
・引地川に関心を持ち、環境を守るために、自分たちができる活動を
考え、実践しようとする

23 〇 電気自動車から地球温暖化について考えよう 5年生 1月19日 117人
・電気自動車に試乗して、排気ガスや新しい燃料について学習する
・講義を聴いて、地球温暖化の仕組みと現状を学習する

24 ○ ○ ○ グリーンカーテンをつくる 4年生 8月30日 108人 ゴーヤの栽培と観察をする。

大野原小学校 25 ○
育てよう！グリーンカーテン　　考えよう！エネル
ギーのこと

園芸委員会 12月26日 29人

・5・6年生の園芸委員会の活動において、花壇の手入れ、草むしり、
土づくり、苗の植え替え、水やりと収穫の活動など、ゴーヤのグリー
ンカーテンづくりを体験する。
・ゴーヤを育てながら、成長のようすやそのときの気温などを委員会
の時に調べ、グリーンカーテンの涼しさを知ることで、涼しさの秘密を
考え、自然と生活の関係や、環境エネルギーについて考えるきっか
けとする。

26 ○ ○ みどりのカーテンを育てよう 環境美化委員会 12月15日 25人 みどりのカーテンつくりに取り組み、エネルギーの節約をする。

27 ○ ○ 引地川クリーン作戦 5年（3学級） 1月16日 87人
地域の方（水辺協議会）にボランティアとして協力していただき、引地
川の清掃を行う
引地川の歴史や生き物についてのお話を聞く

28 ○ ○ 下福田小学校４０周年を祝おう 環境美化委員会 1月16日 30人
環境美化委員会で全校から原画を募集し、「祝４０周年」の花文字を
作る。

パンジー苗

29 ○
エコキャップ運動を通して、ごみを減らし、国内外の
子どもたちを支援しよう

健康委員会 12月18日 18人

・ペットボトルキャップの回収をポスターや放送を通じて呼びかける。
・回収したキャップの洗浄、乾燥。
・児童集会で全校に活動の様子、回収されたキャップの数などを報
告する。

バケツ　ざる
ポリ袋（半透明）

30 ○ プルタブを集めて寄付しよう 4学年 12月21日 15人

・朝、中、昼休みに所定の位置での声かけ
・活動の周知のためのポスター制作・貼り付け
・給食の時間の放送で、宣伝＋途中経過、結果報告
・集まった分を毎日数えて、周知用ポスターにその日の結果を記入

文ケ岡小学校 31 ○ 緑のカーテンを育てよう（試行） 文ヶ岡小学校教職員 7月3日 3人

従来、文ヶ岡小学校では、本校舎西側に緑のカーテンを設置してい
たが、ネット老朽化と苗を植える場所にボール等がよく入るためプレ
ハブ校舎西側に移設していただいた。土壌が肥沃でないため、今年
度は職員によってゴーヤの試行栽培をしている。結果が良好なら、
次年度以降、委員会等の児童による栽培を進めたい。

32 ○ 電気自動車体験学習 中央林間小学校　第5学年　1組2組3組 1月16日 94人
①電気自動車の説明、地球温暖化についての説明をしてもらう
②電気自動車クイズ
③電気自動車乗車体験

33 ○ 緑のカーテンを育てよう（試行） 中央林間小学校環境委員会 12月14日 22人
①きゅうり、ゴーヤ、ヘチマなどのつる性植物を水やりする。
②緑のカーテンの表裏の気温を測定する。

34 ○ ○ 環境について学び、行動しよう 4年生 6月19日 48人

「シロクマが困っている」という課題をきっかけに、地球温暖化につい
て学習する。地球温暖化の原因や影響について調べ学習を行い、
地球温暖化防止にむけてどのような取り組みがあるのか、どのよう
に行動していけばよいかを考える。

35 ○ 学校を花いっぱいにしよう 4年生 6月19日 48人
パンジーの花の苗を植えて、学校を花でいっぱいにする。花でいっ
ぱいになった中で卒業生を送り出す。

合計 5 9 3 3 22 4 3137人

上和田小学校

平成２９年度　やまと みどりの学校プログラム　取り組み状況　　（小学校）

①資源とごみ　②エネルギー　③地域の活動　④くらしと食　⑤自然　⑥その他

学校名　（エントリー数）
エント

リー番号

エントリー
取り組みテーマ 取り組み単位 報告書

柳橋小学校

深見小学校

西鶴間小学校

林間小学校

中央林間小学校

福田小学校

大和小学校

渋谷小学校

下福田小学校

参加人数 活動内容 支援内容

引地台小学校

大和東小学校
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36 ○ 落ち葉掃きボランティア活動で地域をきれいに！
美化委員、ボランティア委員、ボラン
ティア参加生徒

12月27日 406人
美化委員とボランティア委員の他、全校生徒からボランティアを募
り、１２月毎週月・水・金曜日に学校周辺の落ち葉掃きを行う。

ポリ袋（半透明） 軍手

37 ○ 「みんなの力で助けよう！小さな命」 生徒会中心、全校生徒 12月27日 825人
各家庭から出たペットボトルキャップを学校へ持参する。一人でも多
くの子ども達を救うことを目標にして、活動を行う。
（キャップ８００個で、途上国の子ども一人分のワクチンとなる。）

38 ○ 学校に緑と花を育成し、環境の美化意識を高める。 特別支援学級（９組） 12月27日 19人
季節ごとに花壇に花や作物を植え、多くの生徒達の目を楽しませ、
情緒を育てる活動を行う。

プランター バケツ

39 ○ 緑のカーテンでエコ！
ボランティア委員会、緑のカーテンボラ
ンティア

1月16日 30人 ゴーヤの苗を植え、ゴーヤを育てて緑のカーテンを作る。

光丘中学校 40 ○ ペットボトルキャップの回収（エコキャップ活動） 生徒会活動（全校・全生徒） 1月12日 854人
光丘中学校の生徒会活動として、福祉委員会が中心となり学校全体
で回収活動を行う。

41 ○ ○ 地域に役立つボランティア
ボランティア委員会を中心としたボラン
ティア活動

9月14日 489人
・定期試験最終日に行われる校外清掃ボランティア年４回
　(４回目は２月に実施予定) 手提げゴミ袋

42 ○ ○ 地域に役立つボランティア
ボランティア委員会を中心としたボラン
ティア活動

9月14日 271人 ・プルタブ回収

43 ○ ○
みどりを使用した生物の育成と環境を考えた省エネ
ルギーを目的とした活動

職員と支援級 1月23日 10人 ・植物を栽培し、みどりのカーテンの設置と生物の育成

つきみ野中学校 44 ○ 校舎周りや学校周辺の道路をきれいにしよう 1学年 10月25日 298人
地域活性化を目的に地域の方と、校内外を清掃しながら交流を深め
る

熊手

鶴間中学校 45 ○ 桜ボランティア 有志 12月6日 40人
春と秋、始業前10分間、校門から昇降口に続くプロムナードに落ちる
桜の花びらや花がく、
落ち葉の掃き掃除をする。

竹ホウキ

46 ○ 一人ひとりが力を合わせて 生徒中心に全校生徒で 1月9日 199人

１２月９日（土）地域清掃活動に協力（学区内道路沿いの清掃・ゴミ拾
い）
わたぼこりキレイにし隊（生徒・職員有志による校内綿ぼこり除去清
掃）

47 ○ 一人ひとりが力を合わせて 生徒中心に全校生徒で 1月9日 199人 ９月２日（土）きれいキレイ大作戦（校内の清掃活動）

48 ○
「学校環境整備への協力　　～支援ルームの仲間で
花を育てていこう！～」

支援ルームの仲間たち 1月23日 6人

支援ルーム前の花壇、プランターの管理を行う。
花植え、花摘み、草むしり、水やりなどの作業を通して、仲間と協力
する力、責任感を育み、登校へつなげる。

パンジー苗
ヒヤシンス球根 培養土
ビオラ苗

49 ○ 通学路清掃ボランティア 全校生徒（生徒会を中心に） 1月23日 350人

月一回活動日を設定
前日にごみ袋・軍手・火ばさみ等を配布、当日登校してくる際に、通
学路で見つけたごみを回収してくる。
当日朝正門付近でごみを回収（生徒会）

50 ○ 地球環境をよくするため自分たちのできること 第1・2・3学年　福祉委員会 12月28日 761人
回収を通じて環境意識を高めるとともに世界が直目している様々な
課題について学び、考える機会とする

51 ○ ポップコーンをつくろう 特別支援学級10組 6月8日 16人

燥作業をして、乾燥したポップコーンを25ｇずつ袋詰めをする。残った
ポップコーンは調理実習として活用する。
作物の播種から収穫・販売するまでの過程を知り、大変さを知ること
で食べ物のありがたみを知る。

下福田中学校 52 ○ 野菜を育てよう 特別支援級 1月10日 8人
・花壇の整備
・野菜を育てて、植物の成長の様子を観察する
・自分たちで作った野菜を食べ、食べ物の大切さを学ぶ

培養土 苦土石灰
ポリ袋（半透明） 軍手
ブロッコリー 青首大根

合計 8 1 4 1 5 1 4781人

小学校・中学校
合計

13 10 7 4 27 5 7918人

南林間中学校

エントリー
取り組みテーマ 取り組み単位 報告書

平成２９年度　やまと みどりの学校プログラム　取り組み状況　　（中学校）

①資源とごみ②エネルギー③地域の活動④くらしと食⑤自然⑥その他
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上和田中学校

活動内容 支援内容

引地台中学校

渋谷中学校

大和中学校
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